
 

 

1/23 東御市民病院・結城院長「医療は常に地域で発生し、地域に帰

るサイクル。当院は急性期の負担を軽減する役割を担っている。地域

の病院がなければサイクルは回していけない」「私どものような病院

が地域に無くてもいいような印象を与 

えられてしまった気がする」「距離が 

近ければという問題ではない」「むし 

ろ市民病院はなくてはならないという 

応援の声が寄せられていてありがたい」 

看護部長は「『病院がどうなるのか』と 

いう声が寄せられている」と話しまし 

た。 
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1/22 飯山赤十字病院・石坂院長は「寝耳に水だ」「近隣病院（北

信総合）まで車で20分の距離ではない。冬場は1時間かかる」

「（診療実績とされた）17年 6月は、7月に病床転換を予定し

ていた。県調整会議、北信総合病院、自治体とも議論して合

意してきた。困惑しているし、納得できない」と話しました。

現在、北信の 4 自治体（飯山、木島平、野沢温泉、栄）で厚

労大臣宛てに要望書（→）を準備し、署名を行っていると話

しました。 

 

【地域と公立・公的病院を守る長野県連絡会】 

2019 年 9月、厚労省は「再編統合の議論が必要」

として全国424、県内15カ所の公立・公的病院を

公表しました。それを受けて、地域医療を守るこ

とを目的に医療関係団体、労働組合、県社保協で

連絡会を結成しました。連絡会は１～2月、10カ

所の病院と懇談予定です。 

 

＜連絡会＞ 

・長野県保険医協会 

・長野県民主医療機関連合会 

・長野県労働組合連合会 

・長野県医療労働組合連合会 

・長野県自治体労働組合連合 

・長野県難病患者連絡協議会 

・長野県社会保障推進協議会 

1/16ＪＡ厚生連鹿教湯病院・大澤院長「公的病院改革プランで

再編含めた検討してきた。今更何をという印象だ」「入院患者か

ら『鹿教湯は大丈夫か』と義援金をいただいた」「当院の役割に

厚労省から何か言われるというようなこともないと考えてい

る」。事務長「再編の財政支援（84億円）で何ができるのか」と

話しました。 

 
 

飯山赤十字病院の維持・存続を求める要望書（案） 


